
2
0
1
2
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
。

開
催
地
の
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
な
く
、世
界
中
の
人
々
が

４
年
に
一
度
の〝
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
〞を
待
ち
わ
び
て
い
る
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、多
く
の
人
を
引
き
付
け
る
魅
力
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
。

国
際
協
力
の
世
界
で
も
、開
発
途
上
国
の
国
づ
く
り
、人
づ
く
り
に

有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
秘
め
ら
れ
た
未
知
な
る
可
能
性―

。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
、あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
よ
う
。

未
来
へ
の

ス
タ
ー
ト

編
集
協
力
：
黒
田
次
郎
・
近
畿
大
学
産
業
理
工
学
部
講
師
（
青
年
海
外
協
力
隊
O
B
／
コ
ス
タ
リ
カ
／
野
球
）

み
ん
な
が
参
加
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ

特
集  

ス
ポ
ー
ツ

　日本発祥のスポーツといえば
やはり“武道”。中でも柔道は、
男女ともにオリンピック競技に
なっているほど世界でも知名度
の高いスポーツだ。そしてその
人気は、海を越えて、アフリカ大
陸にまで広がっている。
　その一つが西アフリカのブル
キナファソ。国内に柔道連盟が
設立されてからすでに半世紀
以上。現在は25のクラブチー
ムが加盟しており、競技人口も
アフリカ大陸の中で群を抜いて
いる。しかし実際、競技に必要
不可欠な畳や柔道着などが不足しており、練習環境でさえ十分に整っていない状況。そこで日本
は無償資金協力を通じて、２０１１年に畳や柔道着を供与。両国の友好の証しともいえるこれらの
引き渡しを記念し「柔道日本大使杯」も開催された。「これで満足に練習ができます」と選手たち。
日本の支援で贈られた柔道着に身をまとい、ブルキナファソから金メダリストが誕生する日もそう
遠くないかもしれない。

　
梅
雨
が
明
け
る
と
い
よ
い
よ
夏
も
本
番
。
ま

ぶ
し
い
く
ら
い
に
照
り
つ
け
る
太
陽
、
う
だ
る

よ
う
な
暑
さ
が
待
っ
て
い
る
が
、
こ
ん
な
時
だ

か
ら
こ
そ
、〝
ス
ポ
ー
ツ
〞
に
汗
を
流
す
の
も
気

持
ち
い
い
季
節
に
な
っ
て
き
た
。

開
発
途
上
国
の
人
々
に

〝
豊
か
な
生
活
〞を

　
そ
し
て
７
月
末
に
は
、
４
年
に
一
度
の
〝
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
〞、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
幕
す
る
。水
泳
、柔
道
、マ
ラ
ソ
ン
、体
操…

。

学
校
で
も
職
場
で
も
、
話
題
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

一
色
。
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
も
し
な
い
人
も
、

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
人
も
嫌
い
な
人

も
、
こ
の
時
ば
か
り
は
皆
、
国
の
代
表
の
活
躍

に
く
ぎ
付
け
に
な
る
は
ず
。
そ
う
、
ス
ポ
ー
ツ

に
は
、
人
を
ひ
き
付
け
る
不
思
議
な
魅
力
が
あ

る
の
だ
。

　「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
大
会
で
の
〝
競
争
〞
は
、
武

力
闘
争
で
は
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
外
交
と
い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、
国
家
間
の
相
互
理
解
に
も

つ
な
が
り
ま
す
」
と
、
近
畿
大
学
産
業
理
工
学

部
の
黒
田
次
郎
先
生
は
話
す
。
そ
し
て
、
プ
ロ

に
と
っ
て
も
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
ス
ポ

ー
ツ
は
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
活
動
。
生

活
の
質
（Q

uality of Life

）
を
高
め
る
も
の

と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
人

に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
、
意
識
せ
ず
と
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
ま

ず
一
つ
は
「
身
体
的
」
な
側
面
。
日
常
生
活
が

便
利
に
な
る
に
つ
れ
て
、
体
を
動
か
す
機
会
が

減
っ
て
い
る
こ
の
時
代
。
定
期
的
に
意
識
し
て

体
を
動
か
す
こ
と
で
、
健
康
・
体
力
の
維
持
に

も
つ
な
が
る
。
ま
た
「
心
理
的
」
な
側
面
で
言

え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
は
規
律
や
助
け
合
い
な
ど
精

神
面
を
鍛
え
る
効
果
が
あ
る
。
フ
ェ
ア
プ
レ
イ

や
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
身
に
付
け
る
こ
と

は
、
人
間
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
の
だ
。

　
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
小
学
校
の
時

か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
「
体
育
」
の
授
業
が

あ
る
。
テ
レ
ビ
を
つ
け
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が

で
き
、
余
暇
の
時
間
に
も
公
共
の
施
設
な
ど
で

運
動
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
開
発
途
上
国
で
は
、
教
育
、
保
健
、

環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
す
る
中

で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
位
置
付
け
は
決
し
て
高
い
と

は
言
え
な
い
。「
先
進
国
以
外
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
は
〝
生
活
に
余
裕
が
あ
る
人
が
す
る
も
の
〞

と
い
う
意
識
が
強
い
」
と
黒
田
先
生
は
話
す
。

　
し
か
し
こ
の
10
数
年
、
国
際
社
会
で
は
「
ス

ポ
ー
ツ
と
開
発
」
の
効
果
が
注
目
さ
れ
始
め
て

い
る
。
２
０
０
３
年
に
「
開
発
と
平
和
の
た
め

の
ス
ポ
ー
ツ
国
連
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
が
発
足
。

05
年
は
国
連
に
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
と
体
育
の
国

際
年
」
と
し
て
定
め
ら
れ
、教
育
、健
康
、開
発
、

平
和
を
促
進
す
る
手
段
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
と
体

育
の
役
割
へ
の
理
解
が
促
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
こ
と
で
健
康
が
維
持
で
き
れ
ば
、
途
上

国
の
人
々
の
医
療
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
る―

。

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
貢
献

す
る
も
の
と
し
て
も
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
途
上
国
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の

重
要
性
に
い
ち
早
く
着
目
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
な
ど
を
通
じ
て
、
情
操
教
育
と
し
て
の
体

育
、
競
技
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
き
た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
の

ク
ラ
ブ
活
動
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
指
導

ま
で
支
援
の
範
囲
は
幅
広
い
」
と
黒
田
先
生
。

現
在
は
「
情
操
教
育
を
通
じ
た
青
少
年
の
育
成
」

（
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

ー
ム
へ
の
指
導
」（
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）、「
健

康
増
進
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
寄
与
」（
14

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
を
三
本
柱
に
、
企
業
や

N
G
O
な
ど
の
団
体
な
ど
も
巻
き
込
み
な
が

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
協
力
を
強
化
し
て
い
る
。

　
未
知
な
る
可
能
性
を
持
つ
ス
ポ
ー
ツ
。
そ
れ

は
途
上
国
の
人
々
の
〝
未
来
へ
の
ス
タ
ー
ト
〞

へ
の
大
き
な
一
歩
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

［上］杉浦勉・在ブルキナファソ
特命全権大使から柔道着の引き
渡しが行われた
［下］オリンピックを目指し練習に
励む子どもたち

は
、
人

　JICAオフィシャルサポーターを務めるの
は、北澤豪さん、高橋尚子さん、クルム伊達
公子さんの三人。誰もが知る日本の名だたる
スポーツ選手たちだ。彼らは年に数回、開発
途上国を訪問し、JICAのプロジェクトや青年
海外協力隊の活動などを視察。帰国後は国
際協力関連のイベントや自身の講演会など
の場で、“途上国の現場で起こっていること”
を私たちに分かりやすく伝えてくれている。

JICAオフィシャルサポーターは世界各国を飛び回り、
スポーツを通じた国際協力にも取り組む

［上］［上］
特命特命特命
渡しが渡しが
［下］［下］
励む子励励む子

JICAオフィ
シャルサポー

ターもスポー
ツで国際協力

！

　そして途上国に滞在中は、彼らの強みで
ある“スポーツ”を通じた交流も積極的に行
っている。彼らと体を動かす子どもたちの笑
顔は、何ものにも代えがたい。「スポーツに
携わる者として国際協力を続けていきたい」
と語るサポーターの３人。スポーツに国境は
ない―。途上国の子どもたちと汗を流してい
る姿を見ていると、まさにそのことが実感で
きる。

ブルキナファソで柔
道の発展を目指す
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